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1直近のNTT東西殿接続関連システム開発例

新規システム開発
システム全面更改

主な対象システム

光ファイバ開通申込
受付システム

コロケーション
業務支援システム

新機能追加・一部機能改修

双方向番号ポータビリティ
関連システム

議論・検討の場

新システム仕様やシステム改修内容をNTT東西殿・利用事業者間で議論・検討

申込受付等に係るシステムに関する
意見交換会

(システム意見交換会)

双方向番号ポータビリティの
運用方法の検討に係る会合等

（双方向番ポ運用会合）

随時
開催

半期毎
開催
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2

試験・習熟

NTT東西殿システム開発・改修フロー

接続
事業者

NTT
東西殿

事業者
要望を

ヒアリング

開発機能の
概要・費用

スケジュール開示

対象機能
検討

周知①
詳細仕様

開示

システム
改修要望の
意見提出 社内システムへの影響検討と改修依頼

詳細仕様に関する質問

周知②
操作方法

開示

周知③
運用開始日

開示

事業者からの質問に回答

1ヶ月前3ヶ月前6ヶ月前約12ヶ月前運用開始までの時期※→

東
西
で
順
次
運
用
開
始

新規システム開発・システム全面更改の場合

IF仕様
作成・提示

システム要件
作成

概算提示
開発機能の議論

新機能の追加・一部機能改修の場合

NTT東西殿都合の
スケジュール設定

(情報開示、運用開始時期)

機能別の開発費の開示が不十分

NTT東西殿都合の
スケジュール設定

(運用開始日のズレ)

１

システム概要要件作成
・概算見積

業務フロー検討
業務仕様書作成

運
用
開
始

※運用開始までのNTT東西殿の各対応はシステム意見交換会で慣習的に実施されているスケジュール

２ ２
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3【サマリ】NTT東西殿のシステム改修に対する要望事項

課題①：機能別の開発費の開示が不十分

➢ 機能毎の開発費及び接続料やコロケーション費用等の接続事業者負担費用への
影響を開示し、接続事業者と費用対効果検証や機能開発項目の取捨選択を協議すべき

➢ 接続事業者からの要望があれば適宜開発事項や規模に関する適正性判断に資する情報
を開示すべき

課題②：NTT東西殿都合のスケジュール設定

➢ 詳細仕様の情報開示が東西と接続事業者で差が生じないようにすることは当然ながら、
運用開始日や詳細仕様の周知時期は、接続事業者のシステム対応期間も踏まえ、
協議の上決定すべき

➢ 接続事業者側の対応負荷を考慮し、NTT東西殿で運用開始日を統一すべき
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4【課題①】機能毎の開発費用・事業者負担費用について

✓開発機能の取捨選択や費用按分方法議論のために、開発費用と接続事業者で
負担する接続料・手続費・コロケーション費用等への影響は機能別で開示すべき

✓事業者要望があれば適宜開発規模等の適正性判断に資する情報を開示すべき

※第82回テーマ別検討会（費用負担） 双方向番号ポータビリティに係る費用負担方法について

【双方向番ポ会合における開発費用・費用按分方法議論での事例】

ソフト
(総額X円)

ハード
(総額Y円)

✓ システム機能毎の開発費用の確認を求めたが、
NTT東西殿の任意の費用区分以外の開示不可

API連携機能
(C円）

必須要件
(総額A円)

計27の
機能を開発

要望機能
(総額B円)

機能毎の費用内訳が確認できない場合の想定影響
➢ 開発機能の取捨選択が十分にできなくなる
➢ 機能の性質（便益とその帰属主体）に着目した

費用負担方法の議論ができなくなる
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5コロケーション業務支援システム改修時の影響額の開示状況

※第23回システム意見交換会資料(2019年12月12日開催)

接続事業者の負担費用への影響がある場合はその影響額を開示すべき

構成員限り(赤枠箇所)

コロケーション費用への影響が想定されるが、
現状は影響額が非開示
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6【課題②-1】システム開発・改修のスケジュールについて

NTT
東西殿

開発機能の
概要・費用

スケジュール開示

周知①
詳細仕様開示

（CSV項目・画面仕様）

周知②
操作方法

開示

周知③
運用開始日

開示

運用開始
約12ヶ月前

運用開始
約6ヶ月前

当社

当社の一部開発が
間に合わず

運用開始
約3ヶ月前

運用開始
約1ヶ月前

社内システム改修に必要な
CSV項目などの情報を個別確認

【NTT東西殿回答】
運用開始6ヶ月前まで

開示不可

詳細要件を想定し開発検討
（工数・予算の確保）

詳細検討を踏まえ
開発内容の再検討

(追加の工数・予算発生)
開発期間

運
用
開
始
時
期

運用開始日や詳細仕様の周知時期は、接続事業者のシステム対応期間も踏まえ
協議の上決定すべき

【第29回システム意見交換会説明事案での事例】
開発概要:納期回答遅延理由や提供見込み時期情報等の項目をCSVに追加(光ファイバ開通申込受付システム)

※運用開始までのNTT東西殿の各対応はシステム意見交換会で慣習的に実施されているスケジュール
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7【課題②-2】システム開発・改修のスケジュールについて

特に新システムの開発の場合、接続事業者側システムも大幅改修となるため、
十分な開発期間と事前の試験環境を設定いただきたい

【新コロケーション業務支援システム開発対応での事例】

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

NTT東西殿の提示したフロー上に
仕様周知・事前試験が抜けている

新システム開発機能要望ヒアリング
開発機能の機能項目と

一部項目概要説明
(費用等は未説明)

開発機能
検討・確定

運用開始
(詳細時期未定)

システム更改の
概要説明

仕様
周知

事前
試験



© 2023 SoftBank Corp.

8【参考】試験環境の提供に関するNTT東西殿からのご回答

運用開始前の試験環境の提供を
当社から要望するも、NTT東西殿

からは提供不可との回答

※第29回システム意見交換会資料(2023年1月31日開催)
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接続
事業者

NTT
東西殿

【課題②-3】システム開発・改修のスケジュールについて

NTT東西殿の新機能の運用開始日を統一していただきたい

運用開始1ヶ月前
2023年●月●日

運用開始日周知
東：X月X日
西：Y月Y日

NTT東殿
新機能運用開始

NTT西殿
新機能運用開始

2023年X月X日 2023年Y月Y日

新社内システム
（NTT東日本）

既存社内システム
（NTT西日本）

新社内システムに
一本化

既存社内システム

システム並行運用が必要となり、
事業者側の負荷が増大
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10【参考】NTT東西殿で運用開始日が異なる事例

＃
具体事例 運用開始時期

会合
回

システム名 案件内容 NTT東日本殿 NTT西日本殿 日数差

1 22
光ファイバ開通申込
受付システム

工事通報書等の受領方法改善 2019年4月18日 2019年6月23日 66日

2 23
コロケーション業務
支援システム

「6ヶ月前ルール見直し」に伴う
機能追加

2019年12月9日 2019年12月16日 7日

3 25
光ファイバ開通申込
受付システム

社内システムの保守限界対応 2021年1月1日 2021年5月17日 136日

4 27
光ファイバ開通申込
受付システム

検索結果表示件数の拡大 2021年9月22日 2021年9月28日 6日

5 29
光ファイバ開通申込
受付システム

即決申込前の住所登録における
緯度経度情報のシステム連携

2023年2月16日 2023年2月22日 6日

NTT東西殿で基本的に運用開始日は異なり、
案件ごとに日数差は数日～数か月
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